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基本的事項（20） 
５年間の施設運営のコンセプト・ 

KPI の設定 
20 

・横浜市の政策における本施設の位置づけや業務目的を十分に理解するとともに、それに沿ったコンセプトであり、かつ５年間に渡る

施設運営のビジョンと KPI の設定が明確に示されている。 

  

管理運営業務（30） 

運営計画・施設計画・運営体制・収支計画 10 

・本施設の位置づけや業務目的を踏まえた開館時間の設定や業務説明資料６（1）イ「施設の基本機能を踏まえた空間づくりの条件お

よび視点」に沿った具体的な提案がなされているか。 

・利用者のニーズやエリア全体の魅力創出の観点を踏まえ象の鼻パークや屋上スペースとの一体活用が具体的に提案されているか。 

・利用者の利便性を確保するとともに、施設の安全管理を適確に実施できる人員体制となっているか（各業務の責任者およびスタッフ

の配置計画）。 

・安定した事業運営が見込める現実的な収支計画であるか。（「管理運営業務」、「プログラム実施業務」を併せた令和９年度の収支計画）。 

  

業務実績・組織体制 10 

・本施設と同規模以上の施設における豊富な業務実績があるか。 

・現場の事業運営を支えるための体制が構築されているか。 

・応募者においてワークライフバランスの確保に向けた取り組みが適切に実施されているか※ 

※ワークライフバランスについて、指定の項目（欄外に記載）を１つも満たさない場合は、本評価項目は、「Ｃ」以下の評価とする。 

  

観光インフォメーションの計画内容・ 

施設および事業の広報計画 
10 

・業務説明資料６（２）「観光インフォメーション」の記載に沿った具体的な提案がなされており、回遊性促進やまちの魅力発信につな

がる内容となっているか。 

・広報について、施設の認知向上、来訪者の増加、水際線全体の魅力発信につながる具体的な提案がなされているか。 

  

プログラム実施業務 

（30） 

自主企画事業・協力事業コーディネートの

計画内容 
20 

・自主企画事業は「事業実施の観点」（業務説明資料別表１参照）、協力事業コーディネートは「コーディネートの観点」（業務説明資

料別表１参照）に沿ったもので、全体としてバランスの良い事業実施が具体的に計画されているか。 

・実施頻度が確保されているか（自主企画事業は年間 10回以上、自主企画事業と協力事業コーディネートを合わせて毎週末実施）。 

・アート、デザイン、建築、映像・デジタルメディア、コミュニティデザインなどの創造的手法を含む様々な手法が提案されているか。 

・事業の実施頻度を一層向上させるための工夫や仕組みが具体的に提案されているか。 

・ナイトタイムや早朝など幅広い時間帯での活用が具体的に提案されているか。 

・象の鼻パークや屋上との一体的な活用、飲食との連動が具体的に提案されているか。 

・「日本大通り」や「みなと大通り」などの道路沿いの施設やイベント等との連携など、周辺のまちへの回遊を促す工夫や仕組みが具

体的に提案されているか。 

  

事業の実現性 10 
・プログラムの実施頻度を含め、収支や運営体制の面からも、事業全体として十分な実現性があるか。 

・プログラムディレクターが、事業実施の観点に沿う事業を実施してきた十分な実績があるか。 

  

飲食店舗・ショップ 

（20） 
提供サービスの内容 20 

・本施設の位置づけや業務目的を十分に理解したうえで、飲食機能の面から本施設や象の鼻エリアおよび水際線全体の魅力向上に資す

る具体的な提案がなされているか。 

・分かりやすいメニュー表示や、一般的なものに加え、季節や時間帯、象の鼻パークや周辺施設で開催されるイベント等を意識したメ

ニュー展開など、利用者ニーズも踏まえ、飲食面からも来館者の誘引につながる具体的な提案がなされているか。 

・施設内で実施されるプログラムや象の鼻パークで開催されるイベントと飲食を連動させることにより来場者の体験をより豊かにす

る具体的な提案がなされているか。 

  

合計（100）  100    

 
※【ワークライフバランスに関する項目】 

 

○ 次世代育成支援対策推進法に基づく一般事業主行動計画を策定 している（従業員 101 人未満の場合のみ） 

○ 女性の職業生活における活躍の推進に関する法律に基づく一般事業主行動計画を策定している（従業員 301 人未満の場合のみ） 

○ 次世代育成支援対策推進法による認定の取得（くるみんマーク）、女性の職業生活における活躍の推進に関する法律に基づく認定の取得（えるぼし認定）、又は、よこはまグッドバランス企業認定を取得している 

○ 青少年の雇用の促進等に関する法律に基づくユースエール認定を取得している 

○ 障害者雇用促進法に基づく法定雇用率 2.5%を達成している （次ページあり） 

  

「象の鼻テラス活用業務委託」提案書評価基準 



 
【評価方法】 

(1)  提案書の内容およびヒアリングの内容を合わせて評価し、評価点を与えます。評価委員１人あたりの評価の満点は 100点満点とします。 

(2) 各評価項目について、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５段階評価を行います。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

特に優れている 優れている 他に該当しない 不十分な点がある 妥当ではない 

評価項目に該当する記載が提案書にない場合、Ｅ評価とします。 

(3) 各評価項目の評価点は、配点をＡ＝100％、Ｂ＝80％、Ｃ＝60％、Ｄ＝40％、Ｅ＝0%で換算した点数とします。 

（例）配点 20 の評価項目をＢ評価 ⇒ 評価点：20(配点)×0.8(評価)＝16 

 (4) 最低制限基準（総得点の５割）に満たない場合、受託者として特定されないものとします。 

 


